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梗概

ォ-プンソースと呼ばれるソフトウェアは,基本的に無償で提供されており,

各種の工丁関連サーバの構築にひろく利用されているoこのような種類のソフト

ゥェァは,サーバ用のオペレーティングシステムから個人的趣味の分野のプロ

グラムまで多様に存在する。ひろく普及しているPC向けハードウェアと,この

ような種類のソフトウェアの組み合わせで,ほとんどのソフトウェアシステム

が実現可能である。現在の計算センターやネットワーク管理センターの運用シ

ステムは,このようなソフトウェアに強く依存している0本論文では,この種

のソフトウェアのセンター運営における役割およびその得失について議論するC

Abstract
Open source software is provided basically free of charge and widely

accepted in building IT servers. This kind of software covers the wide

range of programs from operating systems for servers to private hobby use

programs. Almost all kind of software systems can be built with combinations

of popular PC hardware and this kind of software systems. Operation tasks

or operation tools of current computation centers or network operation

centers are highly depends on such software. The author will discuss on

the roles of this type of software on center operation. Another discussion

is also made on the merits and demerits of this kind of software.
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はじめに

インターネット技術の普及と,それ

にともなうオープン化の流れによる

UNIXオペレーティングシステムの普

及は,単体の汎用大型計算機やスーパ

~コンピュータ中心の大型計算機セ

ンターや情報処理センターのシステ

ムのありかたを大きく変容させた。シ

ステムの持っべき機能への要求は多

様化しており,もはやシステム製造者

が利用者の要求するソフトウェアの

すべてを提供することは不可能とな
った。

一方で, --ドウェアの一部として

提供されていたオペレーティングシ

ステム等の基本ソフトウェアの有料

化が定着してきた。このような動きに

対抗して,コンピュータシステムの構

築や運用に必須の基本ソフトウェア

は無償であるべきだというFSFlの考え

方がその提供するソフトウェアとと

もに広く普及してきた　FSFのような

動きやオープンソースの考え方は,ソ

フトウェアの共通基盤としてのUNIX

系オペレーティングシステムの普及

およびネットワークの発展によるソ

フトウェア流遍形態の変化と非常に

密接な関係にある。

ネットワークを検索すれば,よほど

特殊な分野でないかぎり,必要なソフ

トウェアを入手することが可能とな

っている。このような動きの中で,セ

ンターの運営において,オープンソー

スやフリーソフトウェア2を無視でき

ない.ここで,そのセンターシステム

運用における役割について論じる。

オープンソースのセンターでの利用

オープンソース・ソフトウェアと呼

ぶ範噂のソフトウェアには,利用条件

の非常にゆるやかなGPL3に代表され

るものから,かなり厳格な基準に基づ

いてのみソースが公開される商用ソ

フトウェアまであるが,ここでは, G

PLもしくはGPLに準拠したソフトウ

エアを議論の対象とする。



表1に,名古屋大学情報連携基盤セ

ンターのメールサービス用のシステ

ム上で利用している主なオープンソ

ースのソフトウェアを示す。表1に示

したものは,運用上不可欠で主に利用

しているものである。このホストでは,

商用コンパイラの導入によるライセ

ンスコストを削減するために,システ

ム構築そのものをgccを用いておこな

っている。

計算サービスを目的としたベクト

ルプロセッサVPP-5000システム上に

も,プログラム開発や遠隔利用者のた

めにemacs環境およびSSHを移植し

た。

表2に,ネットワーク管理や全学ネ

ットワークサービスのために使用し

ているソフトウェアを示す。

表1や2に示したものの他に, gzip

等の圧縮ソフトウェアやpatch等の多

数のユーティリティソフトウェアを

センター運用に利用している。なによ

りも運用管理用ソフトウェアや課金

統計情報の管理およびWebのCGI作

成等にPerlやRubyといったスクリプ

ト言語は必須である。研究上でも,

FreeBSDやLinuxおよびそれらをも

ととしたSELinux等のオペレ⊥テイ

ングシステムおよびGlobusツールキ

ット等の大規模なソフトウェアも日

常的に利用しており,研究の素材とし

て使われている。

導入および運用コスト

オープンソース・ソフトウェアの入

手は無償であることが多いが,これら

のソフトウェアを使用するためには,

最低限ネットワークダウンロード作

業と「make install」程度の作業は必

要である。また,個別のソフトウェア

のインストールそのものは単純な作

業であっても,ソフトウェアの種類が

多量になれば,トータルの作業コスト

は増大する。さらに,運用方針の異な

るシステムが複数存在する場合には,

システム数に応じて加速度的にコス

トは増大する。ソフトウェアのインス

トールは,現実には,ソフトウェア間

の依存関係やコンパイラ,共有ライブ

ラリの互換性の問題があり「make

install」だけでは済まないことが多い。

そのような例を表3に示す。コンパイ

ラとオペレーティングシステムおよ

びソフトウェアの組み合わせにより,

コンパイルできない場合が,実際に存

在する。また,ソフトウェアによって

は,コンパイラの種類やバージョンま

で指定されている場合がある。

さらに,導入しようとするシステム

のオペレーティングシステムが



configureのリストにないスーパーコ

ンピュータやリストに存在しても充

分にテストされていないシステムの

場合,ソースプログラムから調べてポ

~テイングするという作業が必要で
^5^E%V

導入した後も,商用システムにクラ

スタパッチとよばれるような定期的

なソフトウェア保守が存在すると同

様に保守が欠かせない。保守を無視す

れば,機能の陳腐化による利用者離れ,

オペレーティングシステムの保守や

バージョンアップに原因する動作不

良の発生だけでなく,ソフトウェアに

よってはopenSSHやOpenSSLのバグ

の場合のようにセキュリティ上の危

機を引き起こす。表4に,本センター

の汎用計算サーバ上での　gccおよび

emacsのバージョンの変遷を示す。

Emacsのバージョンは,スーパーコン

ピュータ上のEmacsとバージョンを

あわせるためである。 Gccは, 2.4のバ

イナリーパッケージを初期導入し,そ

のコンパイラで, 2.95.2を作成し,そ

の後,導入ソフトウェアの都合にあわ

せるために一度ダウングレードして,

2001年に再度3.0.1にしている。

これらのソフトウェアについて,普

者の作業用ワークステーションには,

ほぼ最新のバージョンが評価用とし

てインストールしてある。

これら一連の作業にかかるコスト

は無視できるものではない。このよう

なコストのうち最大の人的コストの

評価尺度として,たとえば「人・日」

がある.しかし,一般にソフトウェア

の導入や保守作業では,作業者の熟練

度が低いと人・日が高く出る傾向があ

るoこの補正手段として,作業者に依

存するファクターをかけてコストを

算出することも行われているが,ファ

クターそのものの算出に困難がある。

人的コスト以外に,ディスク等のハ

ードウェア資漁の問題もある。多くの

利用者-のサービスを前提としたシ

ステムでは,一旦公開したソフトウェ

アは,利用者が存在するかぎり,代替

なしで廃止することは困難である?～

方で,商用ソフトウェアと異なり,オ

ープンソース・ソフトウェアでは,ソ

フトウェアの改廃が激しく,ソフトウ

エア自身の変更やOSのバージョンア

・ツプによって,動作しなくなったり

(Nemacs等),場合によっては,開発

者が不在となったりすることがある。

ソフトウェアの作成時期が古くて,新



しいコンパイラではmakeできないが

利用頻度の高いものや,コンパイラを

更新しないとコンパイルできない新

しいソフトウェア-の要求が常に存

在している。多くのアプリケ~シヨン

の要求するWidgetやライブラリ群に

っいても,同様である。その結果とし

て,常に版数の異なるだけの共有ライ

ブラリを保持しておく必要があるo表

4で示したように,名古屋大学の汎用

計算サーバ上では, gccの異なるバ~

ジョン2.8, 2.95.2および3.0.1用のラ

イブラリが残されている。

オープンソースの得失

ォ-プンソース・ソフトウェアの特

長を以下に列挙する。

.ソースプログラムが公開されて

おり,改変が可能なこと。

.バグフィックスが早いこと。

.入手が無償であること。

.最新の技術やアルゴリズムが早

期に導入されること。

.技術的ノウハウがインターネッ

ト上に蓄積されている。

これに対して,問題点としては,以

下のようなことが考えられるO

.ソースプログラムが公開されて

いるため,セキュリティ上の弱

点が発見されやすいこと。

.バージョンの改変が早すぎるこ

と。陳腐化が早いこと。

.仕様の変更が激しいことo常に

開発中であること。

.ソフトウェアの継続性に問題カ

あることがある。

.品質にばらつきがあること。

.ドキュメントが整備されていな

iM

ォ-プンソース・ソフトウェアの得

失点は表裏一体である。センターでの

サービスに利用する立場では,最薪の

技法やアルゴリズムを使ったソフト

ゥェァを早期に利用できるという利

点は,一方ではソフトウェアの寿命や

継続性に問題をかかえることでもあ

る。実際, NemacsからMule-の移行

や,かな漢字変換ソフトウェアの有償

化-の対応には苦慮した経験があるo

サービスの継続性とともに,センタ

ー運用で,もっとも気をつかうのはセ

キュリティに関する問題であるoオー

プンソースの場合,原則として自己責

任であるのに対して,商用のソフトウ

ェァの場合,契約条項の問題もあるが,

問題が発覚した場合に苦情先が存在

するという利点は大きい。

ォープンソースとセンター運用再考

-センターの運用にとって,利用者の

意向は最優先されるべきもので,いま

どきUNIXといいながら, Emacsが動

作しないシステムでは見向きもされ

ないoまた, TeXで旧字体とか,科研

マクロを使いたいという要望があれ

ば,オープンソースの山を探して,イ

ンストールするというのが日常であ

-)・>

pcクラスタとなれば, Linuxは必須

で,運用を担当する技術者はセキュリ

ティと利便性の両立に頭を抱えるこ



とになるOが,汎用コンピューター台

で,多くの要望が処理可能だった時代

と異なり,あらゆる要求にこたえるに

はオープンソース・ソフトウェアの利
用は必然である。

残る問題は,それにかかるコストを

どう処理するかにかかっている。その
解決として,

1・外部に任せてしまう。′

2・内部で抱える。

のどちらかしかない。

外部委託について

オープンソースソフトウェアに限

らず,いろいろな点で外部委託が話題

に上る。外部委託に関する問題点や疑

問を以下に記述しておく。

・本当に安いのか?運用のための

作業量は,だれが実行しても同じ
ではないか?

・何を委託するのか,厳格な仕様を

オープンソースのソフトウェア

について記述できるのか?無限

責任は,発注側には楽ではあるが。

・だれが,委託の質や結果を判断し,

評価するのか?正しい評価が可
能. ,-A

●　外部委託が長期化した場合,運用

能力や作業の評価能力をどのよ
うに維持可能か?

運用コストを下げるためには,操作

性の高いソフトウェアが必要である。

一般に,操作性を要求すると商用ソフ

トウェアが優位に立っ。基幹業務に,

運用コストを考えて商用ソフトウェ

アを導入してしまうと,技術的な業者

依存だけでなく,ライセンス料金の高

騰といった問題も発生する。

技術力を保ちっっアウトソーシン

グが可能かどうかは十分に検討しな

ければならない問題である。

センターとして;技術力を保ち続け

るための方策のひと一つとして,オープ

ンソースソフトウェアの活用が重要
である。

おわりに、

オープンソース・ソフトウェアのセ

ンター運用での利用について,概観し

たo実際のセンター運用において,オ

」プンソース・ソフトウェアの利用は,

常識となっているが,その導入や保守

についてのコストも無視できないも
のがある。

この種のソフトウェアの利用や流

通のありかたについても,今後とも議

論していく必要がある。.

・なお,ここで上げたソフトウェアに

ついては,一般的に著作権等で保護さ

れているoまた,-本論分で引用したソ

フトウェアは,著名なものばかりで,

また数が多いこともあり逐一出典を

引用することはしない。
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